
学校名　
１　本年度の重点目標

２　本年度の経営方針
１　教職員の情報共有と信頼・協力関係を基盤に、学校経営に積極的に参画する意識を高め、教育活動と経営活動が一体化した無理、無駄のない

　組織運営を推進する。

２　教職員の実践的指導力、専門性の向上と学校力の向上及び教育課程の充実を図るため、組織的な実践研究・研修を実施する。

３　生徒の生命・健康・人権を守るための予防的な対応による学校の危機管理能力の向上を図る取組を推進する。

４　生徒一人一人が学びやすく、生活しやすい環境・条件整備を図る。

５　教職員の働き方を改善し、協働性、同僚性を発揮することができる職場環境・条件整備を図る。

６　学校予算、団体会計等の緊急性、必要性、優先性に基づいた計画的、効果的な執行と適正な事務処理を実施する。

３　自己評価結果
自己評価の達成状況や取組の適切さについては、職員評価と保護者アンケート関連項目を併せるとともに、自由記述の内容も加えて評価する。

 学力向上のための「新篠津の学び」の実施と検証
 教育環境の観点から考える服務規律遵守と職員の専門性向上
 教育環境の充実の観点から考える学校組織の「協働・協力」、「改善」の取組の実施

教８、保４

教６、保４

個別の
計画等

　「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」及び
「個別の生活支援シート」は、保護者や関係機関と
の連携のもと策定し、生徒一人一人の教育的ニー
ズに応じた指導が行われている。

Ａ Ａ
　今後も生徒一人一人に応じた適切な指
導と必要な支援のために活用するよう努め
ます。

教７、保3

寄宿舎
指導

　生徒一人一人の障がいの状態や特性に即した指
導内容や方法を工夫し、基本的な生活習慣や社会
性を身に付けられるよう指導が行われている。

Ａ Ａ
　生活習慣の確立や人間関係に関する課
題解決力の向上など、将来の社会生活に
向け効果的な寄宿舎生活の指導に努めま
す。 教11、保９

学習
指導

　生徒一人一人の障がいの状態や適正を踏まえ、
生活に結び付いた知識、技能、態度について実際
的に指導し、生徒の生活する力を高めている。

Ａ Ａ
　今後も、生活に結び付いた内容、方法で
学習を進めるとともに、生徒一人一人の特
性や状態に応じた指導に努めます。
　作業学習/専門教科では、今後も生徒に
働く意欲を培い、将来の職業生活や職業
自立に必要な意識、技能、態度等の指導
に努めます。

教９、保１
　生徒一人一人の能力や適正に着目した指導を通
して働く意欲を培い、将来の職業生活や職業自立
に必要な知識、技能、態度について総合的に指導
し、生徒の働く力を高めている。

Ａ Ａ
教10、保２

　新学習指導要領を踏まえた教育課程の改善への
取り組みが進められている。 Ａ Ａ

　今後も学習指導要領に基づきつつ、知
的障がい教育として相応しい教育課程とな
るよう、各教科等の内容、単元配列などの
検討を進めていきます。

授業
改善

　地域資源を活かした体験的な学習や実践的、社
会貢献的学習、また、ICTの活用などを通して、主
体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善
を進められている。

Ａ Ａ
　昨年に続き、ＩＣＴ機器を活用した深い学
びへの取り組みが進められました。今後も
「個別最適の学び」、「協働的な学び」の充
実に向けた授業改善を進めます。
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各アンケート

関連項目

　学校教育目標を達成するという視点で、学校経営
方針(教育方針、経営方針、指導の重点、経営の重
点等)が設定されている。 Ａ Ａ

教１
　管理職は適材適所の人材配置や教職員の意見を
取り入れた学校経営を行い、組織の力を充分に引き
出そうと努めている。 Ａ B

教２
　管理職は、教職員、保護者に真摯に対応し、教職
員とよく対話して、適切にリーダーシップを発揮して
いる。 Ａ Ｂ

教３

教育
課程

教４

教５

　教職員は、同僚性を発揮し、互いに相談しやすい
雰囲気を作ろうと努めている。

　教職員は、情報共有を基盤に他部署とも積極的に
連携、協働し、チームとして学校経営に積極的に参
画している。

学校
経営

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

　新しい考えを取り入れようとする構えをも
つこと、冷静で根拠をもった意見を心が
け、職員同士のリスペクトを土台に、職場
の心理的安全性を高めていきます。
　情報共有をもとに、より協働性を高めると
ともにチームの一員として積極的に学校経
営に参画する意識の向上に努めます。

　今後も、学校教育目標を達成するという
視点で、学校経営方針、重点を設定してま
いります。
　
　教職員の能力が発揮されるよう適材適
所の人材配置に努めます。

　管理職のリーダーシップの下、教職員の
心理的安全性を確保し、多様性に配慮し
たマネジメンを実施します。



４　自己評価における特記事項

ＰＴＡ
活動

　保護者と教職員が連携、協力して活動を推進し、
充実した活動となっている。 Ａ Ａ

　全てをコロナ以前の活動内容に戻すと
いうことではなく、時代やニーズに合った
取り組み方を検討し工夫していきます。 教26

保16

　業務の精選や勤務時間を意識した働き方の推進
に努めている。 Ｂ Ｂ 教24

保16
　校内外の研修を積極的に活用し、実践的指導力
や専門性向上に努めている。 Ａ Ａ

教25

教職員

　教職員一人一人が教育公務員としての自覚を常
にもち、服務規律の遵守や体罰の防止、交通違反
や事故の防止に努めている。

Ａ Ｂ
　今後も教職員一人一人が、教育公務員
として服務規律を遵守するとともに、生徒
の人権を尊重する言動、振る舞いに徹しま
す。
　また、威圧的、感情的な態度や言葉を使
用せず、生徒が理解しやすい言葉で根拠
をもって説明します。

　業務の見直しや行事の精選、会議の進
め方の改善を図ることはもとより、ICT機器
を活用して、業務にかかる時間を短縮さ
せ、教職員が授業や生徒に向かうことに時
間を使えるよう働き方改革を進めます。

教21
　教職員は、生徒の人権を尊重し、教育公務員とし
てふさわしい服装や身だしなみ、節度ある行動や態
度・言葉遣いなどで教育活動を行っている。 Ａ Ｂ 教22

保15

セン
ター的
機能

　教育相談や地域の小・中学校及び高等学校等へ
の支援、地域、関係機関等との連携、協力など、特
別支援教育のセンター的役割を果たしている。 Ａ Ａ

　地域の特別支援教育の進展のため、小・
中学校等との連携を深め、センター的機
能を発揮するよう努めます。 教20

保15

情報
発信

　学校の教育方針や教育活動、寄宿舎の生活など
について、地域や保護者、関係機関等に対して適
切に情報発信を行っている。

Ａ Ｂ
　今後もHPの更新に努めるとともに
YouTube限定配信など、情報発信の方法
を工夫します。

教19
保11
保13

進路
指導

　生徒一人一人が進路を主体的に選択できるような
進路指導を行うとともに、進路選択に必要な情報を
生徒及び保護者に対して十分に提供している。 Ａ Ａ

　今後も生徒による主体的な進路選択とな
るよう指導を充実させるとともに、分かりや
すく情報を提供します。

教18、保７

健康・
安全
指導

　自他の命や体を大切にする態度及び知識を養う
指導の取組が、適切に行われている。 Ａ Ａ

　今後も地震などの災害を想定し、日常的
な安全点検や安全指導など、教職員一人
一人が危機意識をもって業務に当たりま
す。
　新型コロナウイルス感染症は５類になりま
したが、状況に応じて、臨機応変的に感染
症対策を実施します。

教16、保８
　自然災害や感染症への対応など危機管理体制が
整えられ、日常的な施設設備の安全点検や安全指
導が、適切に行われている。 Ａ Ａ

教17、保８

生徒
指導

　生徒理解と信頼関係の構築に努め、生徒一人一
人の良さや個性を生かした指導の工夫を図り、生徒
が主体的に判断したり、共感的に理解し合う関係を
重視した指導に努めている。

Ａ Ｂ
　生徒の個性や障がい特性など生徒理解
に努め教職員間で共有し、生徒一人一人
の良さや個性を生かした指導に努めます。
　SNS使用に関わる危険性の理解が進む
よう指導を継続します。

教14、
保14

　生徒の生命・健康・安全を守るため、生徒の状況
を共有し、生徒指導上の問題に適切に対処するた
めの体制が整備され機能している。

Ａ Ａ
教15、保６

通知票
等

　「通知表」及び「個別の生活支援シート」は、学習
内容、生徒の様子、指導の手立て及び指導の成果
や課題について、保護者に分かりやすく記入されて
いる。

Ａ Ａ
　今後も、学習内容や指導の成果、課題を
分かりやすく標記するよう努めます。

教13、保５

行事・
余暇

　生徒の実態や地域の特色など生かした学校行事
や、寄宿舎の活動を実施している。 Ａ Ａ

　学校行事、寄宿舎活動においても、ICT
活用を進め、将来の社会生活に向けて学
習効果を高めてまいります。 教12,

保10

○教職員評価及び保護者のアンケートで同内容の項目をまとめ、それぞれの結果を基に分析し、改善の方策を検討しました。


